


令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
は
、
国
勢
調
査
が
始
ま
っ

て
百
周
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
館
所

蔵
の
資
料
か
ら
、
大
分
県
を
中
心
に
国
勢
調
査
の
変
遷

等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
の
大
正
九
（
一

九
二
〇
）
年
に
第
一
回
目
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ

と
も
第
一
回
目
を
実
施
す
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ

り
ま
し
た
。
実
は
「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」⑴
は

当
初
、
第
一
回
目
の
実
施
か
ら
遡
る
こ
と
二
〇
年
近
く

前
の
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
時
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
日

露
戦
争
が
勃
発
し
、
戦
費
調
達
に
よ
る
財
政
難
か
ら
、

予
定
の
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
調
査
は
幻
に
終
わ

り
ま
し
た
。
法
律
も
同
年
改
正
さ
れ
、
第
一
回
目
実
施

の
日
程
は
明
記
さ
れ
ず
、
一
旦
無
期
限
延
長
の
形
に
な

り
ま
し
た
。

近
年
の
国
勢
調
査
は
、
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

制
定
の
政
令
「
国
勢
調
査
令
」
⑵
に
定
め
る
手
続
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
も

こ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
イ
）
国
勢
調
査
開
始
当
初
の
役
割

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時
の
「
国
勢
調
査
施
行

令
」
に
基
づ
き
、
大
分
県
が
県
内
の
郡
や
市
、
町
村
を

指
揮
監
督
す
る
た
め
に
定
め
た
の
が
「
国
勢
調
査
事
務

細
則
」⑶
で
す
。
こ
れ
に
は
国
勢
調
査
の
取
り
ま
と
め

の
日
程
等
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
正
九
年
の
同

細
則
に
よ
る
と
、
第
六
条
で
「
府
県
知
事
ハ
内
閣
総
理

大
臣
の
命
ヲ
承
ケ
府
県
内
ノ
調
査
ノ
執
行
ヲ
指
揮
監
督

ス
」
と
あ
り
、
知
事
は
総
理
大
臣
の
命
を
受
け
て
、
府

県
内
の
国
勢
調
査
の
執
行
の
指
揮
監
督
を
行
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
七
条
で
は
知
事
が
郡
長

に
命
じ
て
「
郡
内
ノ
調
査
ノ
執
行
ヲ
指
揮
監
督
」
し
、

第
九
条
で
は
町
村
長
が
郡
長
の
「
指
揮
監
督
」
を
承
け
、

「
町
村
内
ノ
調
査
ノ
執
行
ヲ
管
掌
ス
ル
」
こ
と
も
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
⑷
。
県
内
東
国
東
郡
熊
毛
村
で
は
、
設

置
義
務
規
程
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
助
役
が
第
二
回
国

勢
調
査
主
任
と
い
う
役
職
に
、
そ
し
て
同
村
書
記
数
名

も
国
勢
調
査
係
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
⑸
。

ま
た
、
国
勢
調
査
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
大
正
九
年

度
「
歳
出
」
決
算
書
に
よ
れ
ば
、
大
分
県
で
は
一
括
し

て
県
の
歳
費
に
入
れ
、
そ
の
後
市
町
村
に
国
勢
調
査
費

市
町
村
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
⑹
。

（
ロ
）
郡
制
廃
止
後
の
役
割

近
代
日
本
の
地
方
行
政
で
は
大
正
一
五
（
一
九
二

六
）
年
六
月
三
〇
日
に
一
つ
の
転
機
を
迎
え
ま
す
。
そ

れ
が
郡
制
の
廃
止
で
す
。
当
館
に
は
、
南
海
部
郡
（
現

佐
伯
市
域
）
か
ら
県
に
文
書
が
移
管
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
目
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
録
⑺
中
に
は
、

『
大
正
十
四
年

国
勢
調
査
一
件
』
や
『
大
正
十
四
年

統
計
一
件
』
と
い
っ
た
簿
冊
名
が
見
え
ま
す
。

郡
制
廃
止
に
伴
い
、
県
の
事
務
細
則
の
変
更
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
ま
で
の
「
国

勢
調
査
地
方
事
務
取
扱
細
則
」
に
は
、
町
村
に
臨
時
国

勢
調
査
係
を
設
け
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
「
同
細
則
」⑻
に
な
る
と
初

め
て
、
町
村
に
臨
時
国
勢
調
査
係
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
旨
の
規
定
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
大
分
県
で

は
、
調
査
の
た
び
に
、
国
勢
調
査
実
施
本
部
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
⑼
。

（
ハ
）
調
査
開
始
当
初
の
災
害
・
疾
病
等
へ
の
備
え

調
査
開
始
当
初
の
日
本
社
会
で
は
、
コ
レ
ラ
や
天
然

痘
が
流
行
し
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
天
災
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
電
話
が
各
家
庭

に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
県
と
市
や
郡
、
町
村

と
の
緊
急
時
の
連
絡
に
は
、
当
時
最
先
端
だ
っ
た
電
信

網
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
速
や
か
な
連
絡
の
た

め
、
予
め
符
号
を
取
り
決
め
て
い
ま
し
た
⑽（
写
真

①
）。例

え
ば
「
国
勢
調
査
」
は
、「
コ
ク
セ
イ
」
と
「
テ

ウ
サ
（
チ
ョ
ウ
サ
）」
の
漢
字
の
音
読
み
の
頭
の
音
の

組
合
せ
の
「
コ
テ
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
東
国
東
郡
で

は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
神
戸
を
中
心
と
し
コ
レ

ラ
が
大
流
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
伝
染
病
が
発
生
し
交

① 
国
勢
調
査
の
国
レ
ベ
ル
で
の

 
法
令
の
整
備
・
変
遷

写真①

国
勢
調
査
一
〇
〇
年

 
〜
国
勢
調
査
か
ら
見
た
大
分
県
〜

② 

大
分
県
及
び
県
内
郡
市
町
村
の
役
割



通
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
有
事
の
際
に
は
警
察

の
仲
介
に
よ
っ
て
熊
毛
村
な
ど
郡
内
各
町
村
の
調
査
区

域
の
世
帯
主
又
は
世
帯
員
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
、
大

分
県
警
と
の
間
で
予
め
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
⑾

（
写
真
②
）
。

近
代
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
全
国
各

地
に
浸
透
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
政
府
は
、
国
勢
調
査
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
様
々
な
工
夫
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
申
告
書
に
は
、「
生
活
」・「
社

会
」
や
「
誠
実
」
と
い
っ
た
漢
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
く

ら
し
か
た
」
や
「
よ
の
な
か
」
・
「
し
や
う
ぢ
き
（
し

ょ
う
じ
き
）
」
と
、
話
し
言
葉
で
振
り
仮
名
が
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
漢
字
に
音
読
み
の
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
⑿
（
写
真
③
）。

一
方
で
、
当
時
ラ
ジ
オ
で
さ
え
全
国
放
送
は
ま
だ
ま

だ
の
段
階
で
、
当
日
の
日
付
を
確
実
か
つ
簡
単
に
確
認

で
き
る
方
法
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
勢
調
査
第

一
回
目
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
〇
月
一
日
未
明

れ
て
い
ま
す
⒃（
写
真
④
）。

【
出
典
】

⑴ 

『
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
規
類
』

⑵ 

『
昭
和
五
五
年
国
勢
調
査
一

国
勢
調
査
広
報
⑴
』

⑶ 

『
大
分
県
報

大
正
一
四
年
』
七
月
一
日
等

⑷ 

『
国
勢
調
査
事
務
ニ
関
ス
ル
町
村
長
会
議
提
出
書
』

⑸ 

『
国
勢
調
査
関
係
書
綴
』

⑹ 

『
決
算
書

自
大
正
六
年
度
至
大
正
一
〇
年
度
』

⑺ 

『
郡
廃
県
移
管
文
書
目
録

大
正
一
五
年
』

⑻ 

『
大
分
県
報

昭
和
五
年
』
五
月
六
日

⑼ 

『
例
規

規
則
、規
程
、訓
令
（
昭
和
二
一
〜
三
〇
）』

等

⑽ 

『
国
勢
調
査
事
務
ニ
関
ス
ル
町
村
長
会
議
提
出
書
』

⑾ 

『
国
勢
調
査
関
係
書
綴
』

⑿ 

『
国
勢
調
査
一
件
綴
』

⒀ 

『
国
勢
調
査
一
件
綴
』

⒁ 

『
国
勢
調
査
費
領
収
証
綴
』

⒂ 

『
大
分
県
統
計
書
（
第
一
編
〜
第
四
編
）
大
正
九
年
』

第
三
編

⒃ 

『
昭
和
五
五
年
国
勢
調
査
五

国
勢
調
査
広
報
⑸
』

写 真 ②

写 真 ③

写 真 ④

③ 
国
勢
調
査
の
理
解
に
向
け
て

に
は
、
当
日
を
調
査
の
日
だ
と
知
ら
せ
る
た
め
に
、
東

国
東
郡
熊
毛
村
で
は
寺
院
の
梵
鐘
を
撞
き
ま
し
た
⒀
。

ま
た
、
国
勢
調
査
開
始
当
初
の
調
査
員
は
、
名
誉
職

の
た
め
無
給
で
し
た
。
た
だ
調
査
に
は
費
用
も
か
か
る

た
め
、「
国
勢
調
査
員
手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
⒁
。

熊
毛
村
で
は
調
査
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
領
収
書
が
残
っ

て
い
ま
す
。
金
額
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
当
時

で
一
人
当
た
り
一
一
〜
一
四
円
で
し
た
が
、
人
に
よ
っ

て
多
少
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
同
年
下
半

期
の
熊
毛
村
に
近
い
中
津
町
で
の
、
当
時
の
人
が
一
年

間
食
べ
る
量
と
さ
れ
る
一
石
当
た
り
小
売
米
価
（
下

米
）
は
、
二
九
・
七
九
円
⒂
で
し
た
。

現
在
の
国
勢
調
査
は
、前
述
の
よ
う
に
昭
和
五
五
（
一

九
八
〇
）
年
に
制
定
さ
れ
た
政
令
「
国
勢
調
査
令
」
に

基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
五
年
当
時
、
県

庁
北
向
か
い
の
旧
府
内
城
隅
櫓
そ
ば
に
、
国
勢
調
査
を

宣
伝
す
る
た
め
に
立
て
ら
れ
た
広
告
塔
の
写
真
が
残
さ

ぼ
ん
し
ょ
う

つ

す
み
や
ぐ
ら




